【11】「『雨月物語』｢吉備津の釜｣に見られる両義性の基盤　－語りが直接的に提示する物語と｢磯良｣の視覚的印象」 by 大橋,敦
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ぶ し つ け
仕付な」と叱
しかる
。ぜひなく大臣
裸
はだか
になつて、餓鬼踊をいたせば、「旦
だんなおどり
那踊
の出
で き
来た祝に一角
かく
づゝいたさふ」と申せ
ば、「踊
をどり
は何べんでもいたさふが是はゆる
せ」と手をあはすを、「太夫さまのござる
前で、ひけて見ゆる」とぼやけば、せんか
たなくて親
おや
の借
しやくせん
銭なす様
やう
に、不請不請に一
角
かく
づゝとらしける。是ほどうらはらなる事
はあらじ。たとへば妾
てかけ
に内
な い ぎ
儀の機嫌取て8 『傾国乱髪』は電子版霞亭文庫から引用した。
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給
き う じ
仕して食
めし
くはさるゝに似
にた
り9。
磯良の見世物がどのように受容されていたのか
を具体的に伝えている例なので、長めに引用を
行った。遊郭の客であるこの男性は、不細工な
顔立ちと梅毒感染による皮膚の状態から磯良と
呼ばれている。
この『色三味線』の例は江戸時代の読者に
とって印象深いものだったようで、「近年にな
い図」と評されたという（長谷川 1991：74）。『色
三味線』を愛読していた柳沢淇園もそうした一
人だったと考えられる。彼は『ひとりね』下・
九八（1724 年ごろ成立）で「世に風雅をしら
ぬ人」すなわち「うか／＼と夢見ると、雪隠へ
行と、物くふ事ばかり覚へて」、その他は酒も
博打も女もやらない男について、次のように表
現している。
［…］髭は周茂叔見る如くむさくさとはへ
ても、それをひげぬき鏡に向ひてつくりな
をすといふ事もしらず。髪
アタマ
は油といふもの
つけず、神功皇后の三韓を退治し給ひたる
折ふし、罷出しいそらとやらんいふものの
如くそゝくれども、
タウセイムスメ
娘 のふりかへりて
笑ふかといふ気づかひもなし。口は宇婆掬
多尊者を見るにひとしく、兼安祐元が一包
も、歯といふものにあてねば、なれ過たる
鮓を見るが如く、さりとはかゝる色しらず
にて、諸白髪に成るまでつれそふ女の心が
しりたし10［…］
まったく身づくろいをせず、人の目を気にしな
いで不潔なままにしておく男性が磯良と呼ばれ
ている。こういった視覚だけに焦点を当てた比
喩は、神話からの直接的な連想というよりは、
浮世草子からの影響が強いと考えられる。
見世物の磯良ほど視覚的に強い印象を与える
ものではないが、もう一つだけ江戸期の視覚表
象の例を挙げておこう。現在、祇園祭の山鉾の
一つに船鉾があるが、船鉾は神宮皇后の三韓征
伐を表現したもので、そこに磯良の像も置かれ
ていることが知られている（浅野 1985）。江戸
時代にも現代と同じように船鉾に磯良の像が置
かれていたようで、俳諧の世界でとりあげられ
ている。
俳諧では祇園御霊会の船鉾は夏の季語であ
り、歳時記にも江戸期を通じて載せられている
ことばである（尾形・小林 1981、尾形・小林
1984）。このうち船鉾の磯良について解説して
いる例が北村季吟編『増山井』（寛文 3 年（1663）
刊）に見られる。
舟ぼこ　神功皇后に磯
イ ソ ラ
良、干
カンジユ
珠満
マン
珠をたてま
つりて三韓を討したかへたまふていなり11。
（増山井・四季之詞上・夏）
実際に船鉾の磯良をとりあげた句も北村季吟
撰『新続犬筑波集』（万治 3 年（1660）序）に
見られる。
船ほこはやまのあとへの磯良かな　僧泰
圓12（新続犬筑波集・巻15・夏発句下・
3917）
また、船鉾の磯良を一つの句のなかで扱って
いるわけではないものの、連句のなかで磯良の
句のあとに船鉾の句が置かれ、磯良と船鉾が結
びつけられている例もある。松永貞徳の『紅梅
千句』（明暦元年（1655）刊）に見られる例で
ある。
　恋
レ ン ボ
慕ゆへ伊勢の住
す ま ひ
居を立
たち
出
いで
て　政信
（紅梅千句・第 7・653）
　いそらがこころ皇
くわうごう
后に見ゆ　長頭丸
（紅梅千句・第 7・654）
　舟
フネボコ
鉾やめでたき例にひきぬらん　可頼
（紅梅千句・第 7・665）
11 『続山井』は古典俳文学大系から引用した。この論文では
特に断らないかぎり、俳諧関係のテキストについては古典
俳文学大系から引用している。
12 『新続犬筑波集』は赤羽（1995）から引用した。
9 『けいせい色三味線』からの引用は長谷川（1989）によっ
た。
10 『ひとりね』からの引用は中村（1965）によった。
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磯良が出てくる俳諧のテキストを三例見てき
た。これらの例からわかるように、船鉾の磯良
は江戸期の人々に磯良の視覚的印象をたしかに
提供していたといえる 13。
4. 結び
この論文では「吉備津の釜」には二つの物語
が見られることを明らかにするために必要な基
礎的作業を二つ行うことができた。まず語りが
直接的に提示する物語をとりだすことができた
ので、もう一つの物語との関係を論じることが
できるようになった。さらに磯良という名前が
強い視覚的な印象を読者に与えるものであった
ことが示せたので、磯良という名前がもたらす
両義性について具体的に論じることができるよ
うになった。この二点を踏まえて、「吉備津の
釜」に見られる二つの物語について論じていく
ことにしたい。
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